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発熱のある生徒の対応について

平素より学校における新型コロナウイルス感染及びインフルエンザ防止対策へのご理

解とご協力に感謝申し上げます。

本校においては、コロナウイルス感染症及びインフルエンザ感染者が増加している傾

向にあります。特にインフルエンザに関しては学校内感染が複数名報告されています。

インフルエンザに関しましては、感染者多数の場合学級閉鎖等の対応を考えなければな

らない点から、感染者の把握が必要となっております。保護者様におかれましては、お

子様が発熱した場合、必ず病院を受診して頂き、PCR及びインフルエンザの両方の検

査を行って頂きますようお願い申し上げます。

また、病院での受診が出来ない、あるいは受診が困難である場合、解熱又は症状が

無くなってから２日は登校を控えて頂きますようよろしくお願いいたします。

なお、学級閉鎖等を行うにあたり、生徒の健康状況を把握することが必要になること

から、検査結果が出ましたら、学校へ連絡をして頂きますようお願いいたします。

【感染症の主な対応】

●インフルエンザの対応

発症から５日間の自宅待機。４日以上熱又は症状ががある場合は、解熱又は症状が

無くなってから２日間の自宅待機。

◎インフルエンザ完治後に登校する場合は「インフルエンザ届」と病院受診の領収書

か処方箋を提出する必要があります。（「インフルエンザ届」は学校ＨＰにあります）

※インフルエンザには濃厚接触者等の規程はありません

●新型コロナウイルス感染症の対応

発症から７日間の自宅待機。７日以上熱又は症状ががある場合は、解熱又は症状が

無くなってから24時間の自宅待機。（完治後に学校に提出するものはありません）

※家族と濃厚接触の場合：①接触を避けてから５日間の自宅待機６日目から登校可能

②接触を避けてから２日目､３日目に抗原検査を行い陰性であるか､

２日目にPCR検査を受けて陰性なら、３日目から登校可能

※友人と濃厚接触の場合：症状が無ければ登校可能

（ただし、長時間の会食やマスク無しで長時間個室にいるなどの

場合を除く）


